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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
座
上
級
編
」

大
阪
市
西
部
地
区
主
催

署名協力を呼び掛けるスタッフ
（玉川歯科医院）　　　　　　　

―
―

患
者
の
反
応
は

　

３
割
は
高
く
、
少
し
で
も

安
く
な
れ
ば
と
い
う
声
を
良

優
秀
な
科
学
者
で
あ
る
と
同

時
に
金
に
な
る
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
で
も
あ
る
。

　

近
年
の
生
命
科
学
の
一
般

読
者
向
き
読
み
物
や
生
命
Ｓ

Ｆ
に
は
、
倫
理
や
法
規
制
と

共
に
、
そ
の
研
究
開
発
の
資

本
と
資
本
の
論
理
と
し
て
の

熾
烈（
し
れ
つ
）な
経
済
競
争

が
よ
く
描
か
れ
る
。
人
間
と

い
う
生
き
物
が
金
と
い
う
化

け
物
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
私
が
感
じ
る
の
は
、

作
者
達
の
意
図
だ
ろ
う
か
。

い
私
の
愛
読
書
な
の
だ
。

　

こ
の
本
の
サ
ス
ペ
ン
ス
小

説
仕
込
み
み
た
い
な
面
白
さ

は
、
第
３
章
以
下
厚
み
を
増

し
つ
つ
展
開
さ
れ
る
。
読
者

の
知
的
好
奇
心
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
点
で
、
福
岡
氏
は

面
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に

あ
る
野
口
英
世
の
胸
像
、
立

像
を
そ
れ
ぞ
れ
写
真
に
納

め
、
ひ
と
講
釈
駄
文
に
し
た

こ
と
が
あ
る
。
私
は
め
っ
た

に
本
を
よ
う
買
わ
な
い
貧
乏

だ
が
、
こ
の
３
冊
は
数
少
な

『
野
口
英
世
』、星
和
書
店
）

と
渡
辺
淳
一
著『
遠
き
落
日
』

（
集
英
社
）が
紹
介
さ
れ
、
第

２
章
に
は
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ

カ
ー
と
松
本
道
弘
共
著
『
日

米
口
語
辞
典
』（
朝
日
出
版

社
）
が
出
て
く
る
。
私
は
箕

　

こ
の
本
は
数
カ
月
前
に
協

会
の
会
議
室
の
書
棚
で
初
め

て
出
合
っ
た
借
用
物
で
あ

る
。
そ
の
表
題
の
示
す
テ
ー

マ
は
私
が
こ
れ
ま
で
コ
ラ
ム

や
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
何
度
か

関
心
を
示
し
触
れ
た
事
柄

で
、
ま
る
で
私
が
種
本
と
し

て
無
断
使
用
し
た
み
た
い
で

あ
る
。
私
が
知
ら
な
か
っ
た

こ
の
本
は
驚
い
た
事
に
２
０

０
７
年
の
発
行
以
来
68
万
部

を
突
破
、
27
版
を
重
ね
た
ヒ

ッ
ト
だ
っ
た
。

　

著
者
は
私
よ
り
25
歳
若

い
。
昭
和
の
日
本
人
の
こ
の

年
齢
差
は
大
き
い
。
そ
れ
ぞ

18

絵　藤田　進 （河内長野市）

篠部　正夫（西淀川区）

『生物と無生物のあいだ』

　

影
響
を
受
け
た
作
家
や
、

思
い
入
れ
の
あ
る
書
籍
な
ど

に
つ
い
て
の
投
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
協
会
新

聞
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

れ
廃
虚
と
経
済
成
長
の
違
い

の
中
で
成
人
し
た
。
方
や
プ

ロ
ペ
ラ
戦
闘
機
に
詳
し
く
、

方
や
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
に
詳

し
い
。
だ
が
こ
の
著
者
と
私

に
奇
妙
な
偶
然
の
共
通
点
が

あ
る
。

　

全
15
章
の
内
第
１
章
、
第

２
章
は
大
抵
の
サ
ス
ペ
ン
ス

小
説
の
仕
掛
け
と
同
様
に
読

者
の
興
味
を
喚
起
し
よ
う
と

す
る
導
入
部
だ
が
、
第
１
章

に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
の

野
口
英
世
の
胸
像
に
つ
い
て

の
日
本
人
ら
し
い
感
慨
と
プ

レ
セ
ッ
ト
著
『Noguchi 

and His Patrons

』（
邦
題

く
聞
き
ま
す
。
高
齢
者
医
療

で
は
、
お
年
寄
り
は
お
金
を

持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い

　

協
会
は
患
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
目
的
で
、
患
者
署
名

と
会
員
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
８
０
０

筆
を
超
え
る
患
者
署
名
を
集
め
た
玉
川
明
弘
氏
（
城
東

区
）
に
患
者
の
反
応
を
聞
い
た
。

ま
す
が
、
少
な
い
年
金
で
何

と
か
家
計
を
や
り
く
り
し
て

い
る
ん
で
す
よ
。

―
―

ど
の
よ
う
に
し
て
声
を

掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
か

　

私
は
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で

「
ま
た
協
力
し
て
ね
」
と
声

を
掛
け
ま
す
が
、
主
に
ス
タ

ッ
フ
が
受
付
で
声
を
掛
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。
父
の
時
代

か
ら
署
名
は
良
く
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
、
抵
抗
な
く
協

力
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
患
者

さ
ん
が
持
ち
帰
っ
て
集
め
て

く
れ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
自

分
の
つ
な
が
り
で
保
育
所
関

係
で
集
め
て
く
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
私
は
主
に
取
引
業

者
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
窓
口
負
担
が
高

い
と
受
診
抑
制
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
技
工
も
材

料
も
減
る
、
ス
タ
ッ
フ
の
給

与
も
上
げ
て
あ
げ
ら
れ
な

い
。
自
分
ら
の
こ
と
と
思
い

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

―
―

財
源
が
な
い
か
ら
仕
方

な
い
と
言
わ
れ
る
人
は
い
ま

せ
ん
か

　

い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
人

に
は
財
源
は
あ
り
ま
す
よ

と
。
問
題
は
誰
に
、
ど
の
よ

う
に
使
う
か
で
す
と
こ
た
え

て
ま
す
。
い
ま
庶
民
の
懐
を

温
め
な
い
と
景
気
も
経
済
も

活
性
化
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

―
―

最
後
に
協
会
へ
一
言

　

患
者
の
健
康
と
医
院
経
営

を
守
る
運
動
を
こ
れ
か
ら
も

進
め
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
い
ま
大
事
な
の
は
、
患

者
に
医
院
へ
足
を
運
ん
で
も

ら
う
こ
と
で
す
か
ら
。

「
声
か
け
れ
ば『
自
分
の
こ
と
』と
協
力
」

署
名
８
０
０
筆
集
め
た
玉
川
明
弘
氏

　

協
会
の
大
阪
市
北
部
・
東

部
地
区
は
、
小
川
歓
氏
（
都

島
区
）
を
講
師
に
「
抜
髄
症

例
を
無
菌
に
す
る
⁉―

チ
ェ

ア
ー
サ
イ
ド
嫌
気
培
養
シ
ス

テ
ム
」講
習
会
を
10
月
24
日
、

保
険
医
会
館
で
開
き
、
歯
科

医
師
33
人
が
参
加
し
た
。
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
根
管
と
根

尖
周
囲
組
織
を
無
菌
に
す
る

こ
と
で
、
根
尖
性
歯
周
炎
の

発
症
と
再
発
を
防
ぐ
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

臨
床
症
状
が
な
い
状
態
で

の
根
管
充
填
で
は
、
根
管
が

無
菌
状
態
か
は
確
定
で
き
な

い
た
め
、
客
観
的
な
判
断
要

素
が
必
要
と
な
る
。
嫌
気
培

養
検
査
に
よ
っ
て
客
観
的
に

無
菌
が
判
断
で
き
る
。
細
菌

を
除
去
し
た
の
ち
に
根
管
充

填
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
予

後
が
安
定
す
る
治
療
が
行
え

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ

た
。

　

最
近
で
は
、
根
管
の
無
菌

化
を
図
る
多
種
の
治
療
方
法

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
使
用

し
た
と
し
て
も
無
菌
化
を
担

保
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

齟
齬
を
解
消
す
る
た
め
に
嫌

気
培
養
シ
ス
テ
ム
は
有
用
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
多
種

の
手
技
に
と
ら
わ
れ
ず
基
本

の
基
で
あ
る
無
菌
と
い
う
概

念
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
警
鐘
し
て
も
ら

っ
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

嫌気培養システムの有用性を
語る小川歓氏＝10月24日、保
険医会館　　　　　　　　　

再発を防ぐ無菌化
根尖性歯周炎

大阪市北部・東部地区

（講談社現代新書）福岡伸一著

日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

藤
野
健
正
氏
（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
・
理
事
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
こ
れ
ぞ
医
科
歯
科
連
携―

共
同
研
究 

歯
周
病
と
循

環
器
疾
患
の
因
果
関
係
分
析
の
現
在
・
過
去
・
未
来
」

日
時　

11
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

二
宮
厚
美
氏
（
神
戸
大
学
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

内
容　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
頼
ら
ず
、
患
者
負
担
軽
減
や

診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る―

―

そ
の
財
源
に
つ
い
て

「
社
会
保
障
拡
充
の
財
源
は
」（
仮
題
）

時
局
講
演
会

日
時　

11
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

東
大
阪
市
立
市
民
会
館
５
階
５
会
議
室

講
師　

柚
木
大
和
氏
（
医
療
法
人
医
真
会
八
尾
総
合
病
院
歯

科
・
口
腔
外
科
部
長
）　　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
チ
ー
ム
医
療―

こ
れ
か
ら
の
病
診
連
携
・
地
域
医
療

連
携
に
お
け
る
歯
科
の
役
割―

」

東
大
阪
･
八
尾
･
柏
原
地
区
主
催

日
時　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
０
』を
お
持
ち
く
だ
さ
い

「
院
長
を
守
り
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気
を
さ
さ
え
る
雇

用
契
約
書
の
つ
く
り
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

雇
用
講
習
会

日
時　

11
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

大
阪
労
働
局
労
災
医
療
監
察
官
、
社
保
研
究
部
講
師

団　
　

会
費　

会
員
無
料

内
容　

労
災
保
険
の
指
定
を
受
け
る
と
、
患
者
と
医
療
機
関

に
ど
の
よ
う
な
利
便
性
や
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
か

を
解
説
し
、
指
定
申
請
の
方
法
も
紹
介
す
る
。

「
労
災
保
険
」指
定
医
療
機
関
申
請
の
説
明
会


